













































地域研では、1950 ～ 60 年代を中心にマレーシアで刊行された定期刊行物を収集して、それらのうち『カラム』
を中心に記事データベースを作成・公開しています。ジャウィ（アラビア文字）で書かれている記事はローマ字に
翻字して、イスラム教徒以外のマレーシア人や外国人にも読めるように工夫しています。










2014 年 11 月 18 日には、マレーシア国営テレビ第一チャ
ンネル（RTM1）の朝の情報番組「おはようマレーシア」
に原正一郎センター長と筆者が出演してプロジェクトに




新聞では、「歴史の宝庫を編纂する」（9 月 13 日付
Utusan Malaysia 紙）、「ジャウィ文書のマレー語データ
ベース」（12 月 2 日付 Berita Harian 紙）、「カラムは民族










1 京都大学地域研究統合情報センター ニューズレター No.16
アジア大洋州ラテンアメリカ研究協議会（CELAO）の開催
2014年下半期の地域研ニュース（2）
2014 年 9 月 16 ～ 18 日の 3 日間にわたり、京都大学文学部校舎において、アジア大洋州ラテンアメリカ研究協議









今大会は、開会式のほか、2 つの基調講演、9 つのパネル（発表総数 33 件）、13 の分科会（発表総数 39 件）をプ
ログラムとして組みました。パネルおよび分科会は、文学、言語、歴史、文化、政治、経済、社会、国際関係、環
境など、多様な分野に及んでいます。







































した。この動きはアチェからほかの被災地にも移り、2015 年 1 月には JST の日本・アジア青少年サイエンス交流















3 京都大学地域研究統合情報センター ニューズレター No.16
ブラジルの伝統芸能「カポエイラ」の国際シンポジウム
2014年下半期の地域研ニュース（4）









このシンポジウムは、『カポエイラ・アンゴラ国際交流イベント 2014――ジンガ・インズィンガ』（2014 年 9 月 5
日～ 14 日）の一部として実施されています。プログラム全体としては、カポエイラを実践的に学ぶワークショップ














































すぎませんが、商業出版の研究書として広く内外に成果の質を問うことを目的としています。2015 年度は第 1 巻





























































物の名前は頻出する。例えば、図 1 の④のフリーワード検索を利用して「コーヒー」を検索すると「178 件見つかりました」
と表示され、左のマップに「コーヒー」の記述を含む記録がなされた地点が光る仕組みになっている（図 2。見やすくす
るため⑥の設定からアイコン表示を非表示にしている）。「ゴム」を検索した結果もともに示している。ゴムはスマトラ島
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1）  初めに Google Earth のプラグインのインストールを求められる場合がある。以下のウェブサイトを参照。https://support.google.com/earth/
answer/178389?hl=ja また、本記事の情報は 2015 年 2 月現在の情報であり、予告なくインターフェースやデータ、操作方法が変わる場合がある。
2） 本来は「小区画水田」で検索が可能であるが、「区画水田」での検索結果を示している。
3）  LDA はアルゴリズムでトピックを推定しているため、手掛かりとしては活用できるが、研究上の知見を導き出すには個々のデータを確認しなければな
らない。
4）  日付：1984-10-23、緯度：-0.572958、経度：100.775389、「峠。Desa Palawi。この辺りで 350ha の植林計画を実施中という。アカシア、アルビジア。シナ
モンなどを植えているという。」















































日時：2014 年 10 月 25 ～ 26 日
場所：広島大学大学院国際協力研究科
9 京都大学地域研究統合情報センター ニューズレター No.16
地域住民の生活文化実践には欠かせないというギャップを例に引きつつ、「ムダはある側面から見ると非効率・非生産的だ
が、無視すると冗長性、豊かさを見失ってしまう。ある地域を描き出すうえで鍵になると思われる特性には、効率主義、

























































































































13：30 ～ 13：40 はじめに（原　正一郎・地域研 センター長）
13：40 ～ 13：55 趣旨説明（福田　宏・地域研）
13：55 ～ 14：30 アメリカの核戦略と放射能汚染の「地球的思考」
 　樋口　敏広（京都大学白眉センター）
14：30 ～ 15：05 ドヴォジャークの「辺境」とチェコから見た「新世界」
 　福田　宏（地域研）
15：05 ～ 15：20 Coffee Break
15：20 ～ 15：55 ゴリラから読み解くカメルーン：狩猟と農耕の相関性
 　大石　高典（総合地球環境学研究所）
15：55 ～ 16：30 ボリビアの豊富な資源と「国有化」をめぐるねじれ
 　岡田　勇（名古屋大学大学院国際開発研究科）
16：30 ～ 16：45 Coffee Break
16：45 ～ 17：55 コメントおよび総合討論
 コメンテータ：松田　素二（京都大学大学院文学研究科）
  村上　　薫（アジア経済研究所）









貴志 俊彦 著（吉川弘文館、2015 年 1 月）








によって、戦後 30 年間途絶していた日中間海底ケーブル通信が 1976 年 10 月に再開されたも
のの、78 年 10 月からケーブルの断線が続くなど、波乱にみちた通信ケーブルだったのです。
【目次】プロローグ　日中間通信の幕開け／第 1 章　「終戦」の合意から日中初の共同事業へ
































13 京都大学地域研究統合情報センター ニューズレター No.16
JCAS NEWS
地域研究コンソーシアム（JCAS）の活動
2014年 10月 31日～ 11月 1日、日本貿易振興機構アジア経済研究所（千葉市）
において、毎年恒例の地域研究コンソーシアム（JCAS）年次集会が開催され



















JCAS の加盟組織は 2015 年 2 月末現在で 98 となりました。次世代ワーク
ショップやオンデマンドセミナーなど各種の公募プログラムや、JCAS 賞公募
など、2015 年度の活動に向けての詳細情報は JCAS ホームページに掲載され
ますのでぜひご覧ください（http://www.jcas.jp）。また、JCAS のメールマガ






























































Almost 8000 kilometres separates the Centre for Integrated Area Studies in Kyoto from 
the Karelian Institute at the University of Eastern Finland. The climate, the culture and 
the atmosphere could hardly be more different, and yet we share a number of common 
interests and a devotion to area studies as a way of furthering our understanding 
of the world. The distance between Finland and Japan is getting smaller ‒ global 
warming has made reality the possibility of opening up the northern sea route, and this could make Finland a key transit 
country for Japanese trade with Europe. Government authorities in Finland and Japan are actively discussing cooperation on 
such a project. Much will depend on our shared and unpredictable neighbour ‒ Russia, which controls much of the sea route. 
Past experience with, for example, the Northern Dimension partnership, suggests Russia can be a reliable partner in such 
projects in spite of increased geopolitical uncertainties. It will be a 
long process, but we 
look forward to closer 
links in the future. 
(Jeremy Smith, Visiting 
S c h o l a r  a t  C I A S 
(October ‒ November, 
2 0 1 4 ) /  P r o f e s s o r , 
University of Eastern 
Finland)
The Karelian Institute at the University of Eastern Finland
